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論文内容の要旨 
ブナシメジ（Hypsizigus marmoreus）は 1970 年人工栽培に成功して以来なじみの深い食用キノ
コの一つであり、食物繊維が豊富な点からも生活習慣病に関しての効果にも注目されている。近
年では、食物繊維以外の成分にも注目が集まっており、成分分析やモデルマウスによる生理的な
解析も行われている。高脂肪食投与 C57BL/6J マウスにおいて血中コレステロール濃度の低下作
用、肝臓内中性脂肪蓄積抑制効果、血清アディポネクチン濃度の上昇などが示唆されている。ま
た、マウス培養脂肪細胞株 3T3L-1 細胞でもブナシメジ抽出物投与で細胞内中性脂質蓄積抑制効
果、アディポネクチン分泌亢進効果も示唆されている。一方で、同じキノコ類であるエノキ茸の
抽出物のマウス投与でインスリン抵抗性が改善されるとの報告もなされている。しかし、ブナシ
メジ抽出物の生理的な作用については投与量などの実験アプローチの違いなどにより、一定した
見解は得られておらず不明な点が未だ多いのが現状である。そこで、我々はブナシメジの生理的
な効果の１つとしてインスリン抵抗性や血糖値に与える影響について、抽出物をゾンデで連日そ
れぞれの群で１０週間以上一定量強制投与し、血清パラメータ、体重などの 2 型糖尿病モデル
（KK-Aｙ）マウスに与える影響について解析を行った。 
結果；ブナシメジを投与した KK-Ay マウス（ブナシメジ群）では、空腹時血糖、インスリンの優
位な低下、糖負荷試験での血中濃度曲線下面積の低下傾向を認めた。経過中 2 群間に体重変化は
なかったが、ブナシメジ群では、インピーダンス法による内臓脂肪量並びに精巣上体脂肪量も顕
著に減少していた。一方で、ブナシメジ群では肝臓内中性脂肪量の増加、血清遊離脂肪酸、コレ
ステロール値の優位に増加していた。組織学的には、精巣上体脂肪細胞 1 つの大きさ、間質の炎
症細胞浸潤には明らかな違いは認めなかったが、遺伝子解析で MCP1、TNFαの発現低下を認め
た。さらに褐色脂肪細胞での UCP1、筋肉での UCP3 の発現亢進も認めた。 
考察；血清脂質に関しては更なる解析による考察が必要ではあるが、ブナシメジ抽出物は糖尿病
モデルマウスにおいて、褐色脂肪細胞や骨格筋における熱産生亢進や炎症性サイトカインの発現
抑制を介して、内臓脂肪抑制効果を有する可能性が示唆された。 
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